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十
周
年
記
念
行
事
「
特
別
展
示
」

開

国

と

神

奈

川

―

国

際

交

流

事

始

―

　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
で
は
、
平
成
十

五
年
十
一
月
に
開
館
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
は
ち
ょ
う
ど
ペ
リ
ー
来
航
百
五

十
周
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
国
際
交

流
と
神
奈
川
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
特
別

記
念
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
の
近
代
は
「
国
際
性
」
と
い
う

言
葉
に
象
徴
さ
れ
ま
す
。
嘉
永
六
年(

一

八
五
三)

六
月
、
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦

隊
司
令
長
官
ペ
リ
ー
は
、
四
隻
の
軍
艦
を

ひ
き
い
て
浦
賀
沖
に
来
航
し
、
幕
府
に
開

国
と
通
商
を
要
求
し
ま
し
た
。
翌
年
三
月

三
日
、
日
米
和
親
条
約
［
神
奈
川
条
約
］

が
締
結
さ
れ
、
二
百
年
に
お
よ
ぶ
「
鎖
国
」

体
制
は
終
わ
り
、
日
本
は
開
国
し
ま
し
た
。

　

貧
し
い
農
漁
村
で
あ
っ
た
横
浜
村
は
、

安
政
六
年(

一
八
五
九)

六
月
の
開
港
と

と
も
に
多
く
の
外
国
人
や
国
内
各
地
の
商

人
が
移
住
し
、
生
麦
事
件
な
ど
不
幸
な
外

国
人
殺
傷
事
件
も
発
生
し
ま
し
た
が
、
元

治
元
年(

一
八
六
四)

に
は
人
口
一
万
二

千
人
を
数
え
る
、
世
界
の
人
々
が
交
流
す

る
国
際
都
市
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

明
治
五
年
、
ペ
ル
ー
国
船
か
ら
逃
亡
し

た
清
国
人
奴
隷
が
救
助
を
求
め
、
外
務
卿

副
島
種
臣
と
県
権
令
［
知
事
］
大
江
卓
の

尽
力
に
よ
り
、
二
二
九
名
が
解
放
さ
れ
た

マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
も
横
浜
が
舞
台
で

あ
り
、
近
代
日
本
の
国
際
交
流
の
出
発
点

は
神
奈
川
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

【
会

期
】

 

十
一
月
一
日(

土)

～

 

十
一
月
二
二
日(

土)

ま
で

【
出
展
構
成
】

 

Ⅰ　

黒
船
来
航
と
神
奈
川

 

Ⅱ　

通
商
条
約
と
横
浜
開
港

 

Ⅲ　

攘
夷
か
開
国
か―

生
麦
事
件―

 

Ⅳ　

マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件

【
出
展
資
料
件
数
】

 

マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
の
大
旆
外
四
八
点

ペリー艦隊の旗艦ポーハタン号

『金河奇勝』

生麦事件の現場　横浜開港資料館提供
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平
成
十
五
年
度　

第
１
回
展
示

　
　

通
常
展
示

資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史

　

通
常
展
示
「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴

史
」
が
去
る
五
月
十
三
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
展
示

（
旧
「
常
設
展
示
」
）
と
し
て
開
催
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
４
回
目
で
し
た
が
、
例
年

以
上
に
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
当
館
所
蔵
資
料
を
中
心
と
し

て
、
「
古
代
・
中
世
の
神
奈
川
」
「
近
世
の

神
奈
川
」
「
近
現
代
の
神
奈
川
」
を
柱
に

構
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
リ
ー
来
航
百

五
十
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、「
ペ
リ
ー

来
航
と
神
奈
川
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
『
亜
美
理
賀
人
浦
賀
表
渡
来
之
図
式
』

や
、
『
黒
船
浦
賀
渡
来
日
記
』
な
ど
の
所

蔵
資
料
（
写
本
）
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
通
常
展
示
の
目
玉
と
い
え
る
資
料

は
次
の
二
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
近
世
以
前
の
資
料
で
は
、
「
北

条
家
伝
馬
手
形
」
「
北
条
家
朱
印
状
」
「
豊

臣
秀
吉
禁
制
」
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
の
資
料
も
山
田
明
氏
原
蔵
の
も
の

で
、
山
田
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
複
製
（
レ

プ
リ
カ
）
の
作
成
許
可
を
い
た
だ
き
、
今

回
初
め
て
、
展
示
室
で
公
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
近
現
代
の
資
料
で
は
、
「
市
制

施
行
」
に
関
す
る
歴
史
的
公
文
書
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

歴
史
的
公
文
書
と
は
、
耳
に
馴
染
み
の

な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
館
で
歴

史
的
公
文
書
と
い
う
場
合
、
「
歴
史
資
料

と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
」
（
正
確
に
は

「
等
」
が
つ
き
ま
す
が
）
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　

よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、 

①
県
民
生
活

の
推
移
が
歴
史
的
に
跡
付
け
ら
れ
る
公
文

書
等
、 
②
県
行
政
の
推
移
が
歴
史
的
に
跡

付
け
ら
れ
る
公
文
書
等
、 

③
昭
和　

年
以

前
に
作
成
・
取
得
し
た
公
文
書
等
が
こ
れ

に
は
含
ま
れ
ま
す
。

　

先
に
挙
げ
た
「
市
制
施
行
に
関
す
る
歴

史
的
公
文
書
」
は
②
に
該
当
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
公
文
書
館
の
役
割
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
意
義
深
い

資
料
で
す
。

　

そ
の
他
、
「
展
示
室
だ
よ
り
」
の
発
行

や
、
県
立
中
沢
高
等
学
校
の
授
業
へ
の
協

力
、
県
立
横
浜
桜
陽
高
等
学
校
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力
な
ど
新
た
な
試

み
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
当
館
の
展
示
が
よ
り
よ
い
も
の
に
な

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
五
年
度　

第
２
回
展
示

　
　

企
画
展
示

高
度
成
長
期
の
か
な
が
わ

―

当
館
所
蔵
写
真
に
み
る
県
内
の
風
景―

　

企
画
展
示
「
高
度
成
長
期
の
か
な
が
わ

―

当
館
所
蔵
資
料
に
み
る
県
内
の
風
景―

」

が
た
だ
い
ま
開
催
中
で
す
（
今
月　

日
ま

で
）
。

　

当
節
の
展
示
の
中
で
も
、
近
現
代
か
ら

テ
ー
マ
を
選
ん
だ
企
画
展
示
は
、
昨
年
度

が
市
町
村
合
併
、
一
昨
年
度
が
ス
ポ
ー
ツ

と
、
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、

展
示
を
構
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、
高
度
成

長
期
と
い
う
時
期
を
定
め
、
ま
た
、
当
館

所
蔵
写
真
を
展
示
の
中
心
に
据
え
ま
し
た
。

高
度
成
長
期
を
選
ん
だ
の
は
、
す
で
に

三
〇
年
を
過
ぎ
、
こ
の
時
期
を
「
歴
史
」

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
京
浜
工
業
地
帯

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
く
過
程
や
、
県
の

公
害
へ
の
対
応
な
ど
も
、
展
示
さ
れ
た
公

文
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
所
蔵
写
真
を
展
示
の
中
心
に
据

え
た
の
は
、
当
館
の
展
示
に
関
す
る
特
別

な
事
情
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

当
館
の
展
示
は
博
物
館
や
美
術
館
の
展

示
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
当
館
の
展

示
は
、
な
に
よ
り
も
資
料
の
利
用
を
促
す

た
め
の
展
示
な
の
で
す
。
所
蔵
資
料
を
ご

紹
介
し
て
、
そ
れ
を
実
際
に
手
に
と
っ
て

ご
覧
い
た
だ
く
た
め
の
展
示
な
の
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
所
蔵
写
真
」
の
多
く
は
、

県
の
（
旧
）
広
報
課
が
撮
影
し
た
写
真
を

指
し
ま
す
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
八
〇
年

代
に
か
け
て
、
当
時
の
広
報
課
は
県
の
仕

事
や
県
民
の
生
活
、
県
内
の
風
景
な
ど
を

紹
介
す
る
た
め
に
写
真
を
撮
影
し
て
い
ま

し
た
。
公
文
書
館
で
は
こ
れ
ら
の
写
真
の

引
渡
し
を
受
け
、
館
内
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
広

報
課
撮
影
写
真
や
展
示
さ
れ
た
歴
史
的
公

文
書
に
興
味
を
お
持
ち
に
な
っ
た
方
は
、

ぜ
ひ
、
受
付
に
閲
覧
請
求
を
し
て
下
さ
い
。

歴
史
資
料
た
ち
は
、
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を

心
待
ち
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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坂

本

龍

馬

　
　

―

自

筆

の

て

が

み

―

　

い
つ
の
時
代
も
そ
う
で
す
が
、
時
代
を

見
つ
め
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
、
ス
ピ
ー
ド
と
躍
動
感
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
、
新
し
い
時
代
を
夢
見
て

そ
の
実
現
に
活
躍
し
た
幕
末
・
維
新
期
人

物
の
精
神
的
躍
動
を
自
筆
の
手
紙
で
紹
介

し
ま
し
た
。

　

坂
本
龍
馬
は
、
徳
川
幕
府
末
期
に
幕
藩

体
制
的
秩
序
に
と
ら
わ
れ
な
い
中
央
集
権

的
な
新
統
一
国
家
構
想
（
「
船
中
八
策
」
）

を
も
っ
て
将
軍
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
に

影
響
を
与
え
た
人
物
で
す
。

　

手
紙
の
内
容
は
、
龍
馬
か
ら
長
州
藩
士

三
吉
慎
蔵
に
土
佐
藩
の
参
政
後
藤
象
二
郎

の
人
物
像
を
紹
介
し
、
「
密
か
に
見
て
お

く
よ
う
に
」
と
伝
え
た
も
の
で
す
。

　

後
藤
象
二
郎
の
そ
の
後
の
活
躍
を
見
る

と
き
、
龍
馬
の
人
を
見
る
眼
、
龍
馬
が
果

た
し
て
い
た
役
割
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

龍
馬
は
、
慶
応
三
年(

一
八
六
七)

正

月
に
長
崎
の
清
風
亭
で
後
藤
象
二
郎
と
会

見
し
、
手
を
結
び
ま
し
た
。
公
武
合
体
を

考
え
て
い
た
後
藤
は
、
龍
馬
の
「
船
中
八

策
」
に
啓
発
さ
れ
て
前
土
佐
藩
主
山
内
容

堂
を
説
得
し
、
前
藩
主
か
ら
将
軍
慶
喜
に

対
し
て
大
政
奉
還
の
建
白
を
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
年
は
、
倒
幕
の
密
勅
、
将
軍
徳
川
氏

の
大
政
奉
還
・
将
軍
職
の
廃
止
、
朝
廷
の

王
政
復
古
等
々
が
行
わ
れ
、
日
本
の
歴
史

が
大
き
く
変
動
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

掲
出
の
手
紙
は
、
慶
応
三
年
二
月
一
六

日
に
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

龍
馬
・
三
吉
慎
蔵
・
後
藤
象
二
郎
の
名

前
を
記
録
し
た
こ
の
手
紙
は
、
徳
川
幕
府

の
崩
壊
と
維
新
を
目
前
に
し
た
歴
史
の
大

き
な
変
わ
り
目
の
中
で
貴
重
な
史
料
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
　

 

（
当
館
所
蔵
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

● 

行
事
の
ご
案
内 

●

　

公
文
書
館
で
は
、
古
文
書
・
公
文
書
・

私
文
書
等
、
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
資
料

を
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、

展
示
、
講
座
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
展
示
等
の
内
容
・
開
催
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。
多
数
の
御
来
館
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

【
展

示
】　

（
入
場
無
料
）

●
ミ
ニ
展
示
「
勝
海
舟
の
て
が
み
」

　

十
月
七
日
（
火
）
～

　

十
一
月
三
十
日
（
日
）

●
ミ
ニ
展
示
「
西
郷
隆
盛
の
て
が
み
」

　

十
二
月
九
日
（
火
）
～

　

一
月
三
十
日
（
金
）

●
ミ
ニ
展
示
「
毛
利
元
就
の
て
が
み
」

　

二
月
十
日
（
火
）
～

　

三
月
三
十
一
日
（
水
）

★
企
画
展
示
「
戦
国
時
代
の
神
奈
川
」

　

―

北
条
五
代
文
書
展―

（
仮
称
）

　

一
月
十
四
日
（
水
）
～

　

三
月
十
四
日
（
日
）

 

【
講

座
】　

（
有
料
）

◆
古
文
書
解
読
一
日
講
座
（
大
井
町
）

　

十
二
月
七
日
（
日
）

◆
古
文
書
解
読
講
座
（
入
門
）

　

二
月
八
日
（
日
）
～

　

三
月
一
四
日
（
日
）
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【
古
文
書
解
読
中
級
講
座
】

　

本
講
座
は
、
当
誌
第
六
号
（
平
成
十
二

年
三
月
刊
）
に
「
古
文
書
解
読
講
座
」

（
入
門
・
中
級
・
上
級
・
一
日
講
座
）
と

し
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
中
級

講
座
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
一
回
は
五
月
十
八
日
（
日
）
「
「
一
紙

文
書
」
の
読
み
方
」
、
講
師
は
小
松
郁
夫

（
公
文
書
館
）
、
第
二
回
は
五
月
二
五
日

（
日
）
「
江
戸
の
町
の
成
り
立
ち
」
講
師
は

湯
浅
隆
（
駒
澤
大
学
）
、
第
三
回
は
六
月

一
日
（
日
）
「
江
戸
幕
府
の
始
ま
り
」
講

師
は
和
泉
清
司
（
高
崎
経
済
大
学
）
、
第

四
回
は
六
月
八
日
（
日
）「「
頼
（
た
の
み
）

文
書
」
に
つ
い
て
」、
講
師
は
白
川
部
達
夫

（
東
洋
大
学
）
、
第
五
回
は
六
月
一
五
日

（
日
）
「
戦
国
を
生
き
延
び
る
」
、
講
師
は

藤
木
久
志
（
帝
京
大
学
）
で
し
た
。

　

今
年
は
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開

い
て
（
一
六
〇
三
年
）
、
ち
ょ
う
ど
四
百

年
と
い
う
こ
と
で
、
徳
川
幕
府
の
成
立
に

焦
点
を
当
て
、
講
座
を
展
開
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
従
来
の
資
料
で
も
新
し
い
視

点
に
た
っ
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
一
層
当
時
の
有
様
が
浮
き
ぼ
り
に
な

り
、
豊
か
な
江
戸
時
代
象
が
形
づ
く
ら
れ

て
い
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
充
実
し
て
い
く
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

【
行
政
資
料
の
紹
介
】

 

【
昭
和
二
一
年　

戦
時
下
陸
海
軍
防
空

　

地
価
施
設
関
係
書
類
】

　

請
求
番
号:

二
〇‐

十
一‐

一
〇
一

　

敗
戦
か
ら
約
二
ヶ
月
後
の
昭
和
二
〇
年

十
一
月
一
日
、
当
時
の
神
奈
川
県
知
事
藤

原
孝
夫
は
、
第
二
復
員
大
臣
幣
原
喜
重
郎

に
あ
て
て
、
「
公
共
施
設
内
ノ
陣
地
構
築

跡
地
復
〔
旧
〕
ニ
関
ス
ル
件
」
と
い
う
一

通
の
文
書
を
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
海

軍
が
横
須
賀
市
内
六
ヶ
所
の
道
路
敷
地
に

残
土
を
放
置
し
た
た
め
往
来
に
甚
だ
し
い

支
障
を
き
た
し
て
い
る
、
除
去
工
事
の
費

用
と
し
て
約
四
五
万
円
を
負
担
で
き
な
い

か
、
と
い
う
依
頼
文
書
で
し
た
。

　

そ
の
後
こ
の
訴
え
は
、
放
置
残
土
の
問

題
か
ら
防
空
地
下
施
設
の
処
理
問
題
へ
と

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
本
資
料
に
は
、

そ
の
間
の
詳
細
な
経
過
が
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
館
所
蔵
の
『
防
空
ご
う
の
処
理
に
関

す
る
要
望
書
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
八
年

に
、
県
は
県
内
の
一
，
五
六
〇
箇
所
に
な

お
防
空
壕
が
残
存
し
て
お
り
、
埋
め
戻
す

に
は
一
五
三
億
円
の
予
算
が
必
要
で
あ
る

と
、
津
田
文
吾
知
事
名
で
政
府
に
対
し
対

策
を
求
め
る
要
望
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
「
戦
後
処
理
」
が
、
決

し
て
順
調
に
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

【
古
文
書
の
紹
介
】

鈴
木
家
文
書（

当
館
寄
贈
資
料
）

　

こ
の
文
書
は
、
現
在
東
京
都
世
田
谷
区

下
馬
に
お
住
ま
い
の
鈴
木
裕
一
氏
か
ら
ご

寄
贈
頂
い
た
武
蔵
国
久
良
岐
郡
野
島
浦
名

主
関
係
文
書
と
当
浦
の
名
主
で
あ
っ
た
吉

兵
衛
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
・
漢
籍
・
和

書
・
軸
物
等
々
で
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

鈴
木
家
文
書
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
裕
一
氏

は
、
吉
兵
衛
家
の
後
裔
に
当
た
り
ま
す
。

　

当
文
書
は
、
寛
文
七
年(

一
六
六
七)

の
「
浦
方
掟
」
か
ら
昭
和
二
〇
年
の
「
動

員
学
徒
名
簿
」
に
い
た
る
全
二
〇
二
六
点

で
す
が
、
そ
の
多
く
は
近
世
中
後
期
野
島

浦
で
の
漁
業
を
中
心
と
し
た
文
書
で
す
。

　

漁
業
以
外
に
見
る
べ
き
史
料
と
し
て
、

「
麹
町
十
二
丁
目
ヨ
リ
半
蔵
門
迄
御
用
水

戸
桶
組
合
戸
桶
筋
」
と
記
載
の
あ
る
絵
図

は
、　

「
玉
川
上
水
大
桶
石
垣
戸
桶
」
の
寸

法
が
「
四
尺
五
寸
四
方
」
と
あ
り
、
江
戸

城
の
「
御
本
丸
掛
」
「
吹
上
掛
」
の
水
路

を
図
式
化
し
、
水
路
が
途
中
「
井
伊
掃
部

頭
」
等
各
大
名
屋
敷
に
引
き
込
ま
れ
て
お

り
、
大
名
屋
敷
で
使
用
す
る
水
が
「
玉
川

上
水
」
か
ら
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
も
の
で
す
。

千

年

抄

館
長　

小
野
寺
正
明

　

秋
が
深
ま
っ
て
来
る
と
、
木
々
は
実
や
葉

色
で
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
と
り
わ

け
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
（
紫
式
部
）
は
逸
品

で
あ
る
。
光
沢
の
あ
る
紫
色
の
小
さ
な
粒
が
、

細
い
枝
に
ぴ
っ
し
り
身
を
寄
せ
合
っ
て
い
る

様
は
、
神
秘
的
で
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

紫
式
部
と
言
え
ば
、
十
一
世
紀
初
め
頃
、

『
源
氏
物
語
』
や
『
紫
式
部
日
記
』
な
ど
を
著

し
た
平
安
王
朝
の
女
流
文
学
者
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
か
ら
、
約
千
年
経
た
今
日
、
文
学

は
平
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
な
り
、
電
子
で
言
葉

を
伝
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー

ス
で
世
の
中
が
進
化
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
千

年
後
の
文
字
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
か
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

恐
ら
く
、
現
代
の
文
章
や
電
子
文
書
が
、

今
我
々
が
『
源
氏
物
語
』
を
現
代
語
に
訳
し
、

研
究
し
て
い
る
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
時
の
人
々

が
接
す
る
の
で
は
、
と
考
え
る
と
こ
ん
な
愉

快
な
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
代
時
代
に
生
き
た
者
が
、
後
世
に

公
文
書
を
残
す
こ
と
の
歴
史
的
意
義
は
、
こ

う
い
う
面
で
も
大
き
い
は
ず
だ
、
と
思
う
こ

の
頃
で
す
。

編

集

後

記

 

「
公
文
書
館
だ
よ
り
」
は
平
成
十
五
年
度
か
ら

十
一
月
と
四
月
の
年
二
回
発
行
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
く
た
め
、
よ

り
一
層
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り
（
第
十
号
）

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
発
行

　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
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